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ウ
ポ
ポ
イ（
民
族
共
生

象
徴
空
間

）誕
生

ア
イ
ヌ
文
化
復
興
・
発
展
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク

私
は
こ
う
見
る４

月
24
日
オ
ー
プ
ン
へ

　

２
０
０
８
年
日
本
政
府
が
初
め
て
ア
イ
ヌ
を
先

住
民
族
と
し
て
認
め
、
さ
ら
に
19
年
４
月
「
ア
イ

ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」（
ア
イ

ヌ
政
策
推
進
法
）
が
参
議
院
で
可
決
さ
れ
、
法
律

と
し
て
先
住
民
族
の
位
置
付
け
が
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
20
年
の
開
設
を
目
指
し
て
白
老
町
に

建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、
国
立
の
ア
イ
ヌ
民
族

の
文
化
振
興
拠
点
と
な
る
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生

象
徴
空
間
）
が
４
月
24
日
誕
生
す
る
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
本
来
の
権
利
で
も
あ
る
土
地
権
、

教
育
権
、
自
決
権
と
経
済
補
償
等
の
核
心
を
抜
き

に
し
た
ま
ま
、
趣
旨
に
沿
っ
た
ア
イ
ヌ
伝
統
文
化

の
振
興
と
未
来
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
ど
う
具

現
化
し
て
い
く
の
か
。
ま
さ
に
「
試
さ
れ
る
大
地
」

の
正
念
場
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

 

「
ウ
ポ
ポ
イ
」
と
は
ア
イ
ヌ

語
で「（
大
勢
で
）歌
う
こ
と
」

を
意
味
す
る
と
い
う
。

　

明
治
維
新
後
１
５
０
年
抑

圧
の
風
下
に
置
か
れ
、
同
化

政
策
が
進
め
ら
れ
て
民
族
の

誇
り
す
ら
奪
わ
れ
て
き
た
ア

イ
ヌ
民
族
に
と
っ
て
、
日
本

政
府
に
よ
る
先
住
民
族
と
し

て
の
認
知
と
法
制
化
は
こ
れ

ま
で
の
歴
史
に
一
点
の
燈
明

を
灯
す
こ
と
に
は
な
る
。

　

た
だ
、
民
族
共
生
象
徴
空

間
と
並
列
に
出
来
な
い
の
は
、

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
発
展
を

目
指
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

▲ウポポイ全景（ドローン de 街おこしプロジェクト・瀧谷栄氏19 年８月撮影）とウポポイを紹介するパンフレット（左上円内）

特
集

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

川
嶋 

康
男
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き
る
「
体
験
学
習
館
」
で
は
、

ア
イ
ヌ
民
族
に
伝
わ
る
食
文

化
を
味
わ
い
、
ム
ッ
ク
リ
や

ト
ン
コ
リ
（
五
弦
琴
）
等
に

タ
ー
と
し
て
の
趣
旨
と
か
け

離
れ
た
、
観
光
振
興
を
主
眼

と
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
色

彩
が
濃
い
と
思
え
る
の
は
穿

っ
た
見
方
だ
ろ
う
か
。

　

太
平
洋
沿
岸
に
縦
に
広
が

る
白
老
町
。
Ｊ
Ｒ
白
老
駅
か

ら
徒
歩
で
10
分
ほ
ど
、
ポ
ロ

ト
の
森
の
中
に
静
か
に
横
た

わ
る
泥
炭
湖
沼
・
ポ
ロ
ト
湖

と
湖
畔
の
景
観
を
そ
の
ま
ま

取
り
入
れ
た
10
㌶
の
敷
地
内

じ
か
に
触
れ
、
演
奏
も
で
き

る
ほ
か
、
子
ど
も
向
け
の
企

画
も
用
意
さ
れ
る
。

 

「
工
房
」
で
は
ム
ッ
ク
リ
の

に
、
民
族
共
生
象
徴
空
間
と

し
て
「
国
立
民
族
博
物
館
」

「
国
立
民
族
共
生
公
園
」
を

新
設
し
た
。

　

ポ
ロ
ト
湖
の
丘
に
は
遺
骨

保
管
の
慰
霊
施
設
を
設
け
、

こ
れ
ま
で
の
学
術
調
査
と
し

て
掘
り
起
こ
さ
れ
持
ち
去
ら

れ
て
き
た
ア
イ
ヌ
の
遺
骨
の

返
還
を
受
け
て
祀
る
慰
霊
施

設
を
設
備
し
民
族
の
尊
厳
を

守
り
続
け
る
と
い
う
も
の
。

　

白
老
町
に
生
ま
れ
育
っ
た

ア
イ
ヌ
三
大
歌
人
の
一
人
森

竹
竹
市
が
叫
び
続
け
た
よ
う

に
、民
族
の
伝
統
文
化
を「
見

世
物
に
す
る
な
」
と
の
警
句

製
作
の
ほ
か
、
木
彫
り
や
刺

繍
に
よ
る
文
様
製
作
を
体
験

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
組
ま

れ
る
。

　

湖
畔
に
は
か
つ
て
の
ア
イ

ヌ
コ
タ
ン
を
模
し
、チ
セ（
家

屋
）
群
を
復
元
。
あ
る
い
は

広
場
を
確
保
し
て
四
季
折
々

の
寛
ぎ
の
空
間
と
し
て
チ
サ

キ
広
場
、
共
生
広
場
な
ど
も

設
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

施
設
全
体
で
対
応
す
る
ス
タ

ッ
フ
は
総
勢
２
８
０
人
余
り
。

  

博
物
館
職
員
を
は
じ
め
関

連
施
設
の
正
社
員
か
ら
契
約

や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
１

０
０
人
収
容
で
き
る
シ
ア
タ

ー
を
設
備
し
、
２
階
に
言
語

や
歴
史
な
ど
６
テ
ー
マ
（
こ

と
ば
、
世
界
、
く
ら
し
、
歴

史
、
し
ご
と
、
交
流
）
で
構

成
し
約
７
０
０
点
の
工
芸
品

ポ
ロ
ト
の
森
に
国
内
の
大
学

が
保
管
し
て
い
た
遺
骨
１
２

８
７
体
（
18
年
12
月
時
点
）

を
集
約
し
て
埋
葬
し
て
い
る
。

  

尊
厳
あ
る
慰
霊
施
設
を
象

徴
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

社
員
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
含

め
白
老
町
に

と
っ
て
は
相

当
の
雇
用
機

会
が
生
ま
れ

る
こ
と
で
の

経
済
効
果
は

大
き
い
。

＊
慰
霊
施
設

　

ポ
ロ
ト
湖

東
側
の
高
台
、

　

た
だ
、
施
設
全
体
は
国
立

で
あ
り
、
地
元
白
老
町
と
し

て
関
わ
り
を
持
て
る
の
は
所

在
地
と
し
て
の
入
り
客
対
策

が
軸
と
な
る
。

　

ア
ク
セ
ス
と
し
て
高
速
道

路
で
の
利
用
は
も
と
よ
り
、

札
幌
や
新
千
歳
空
港
か
ら
Ｊ

Ｒ
が
特
急
「
北
斗
」
を
日
中

の
停
車
駅
と
し
た
。
札
幌
か

ら
１
時
間
、
新
千
歳
空
港
か

ら
40
分
と
い
う
距
離
。
駅
北

側
に
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

設
け
た
高
架
橋
を
新
設
し
、

会
場
ま
で
の
誘
導
路
と
し

て
「
白
老
駅
北
観
光
商
業
ゾ

ー
ン
（
ポ
ロ
ト
ミ
ン
タ
ラ
）」

を
設
け
て
ウ
ポ
ポ
イ
と
の
一

て
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
祈
り
の

儀
式
に
用
い
る
イ
ク
パ
ス
イ

（
捧
酒
べ
ら
）
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
塔
が
建
ち
、
毎
年
慰

霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
予
定

だ
。

は
、
果
た
し
て
生
か
さ
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。

  

国
・
道
・
町
が
作
成
し
た

Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

と
、
文
化
振
興
の
拠
点
と
し

て
の
趣
旨
は
、
先
住
民
族
た

る
ア
イ
ヌ
の
文
化
と
歴
史
を

語
り
継
ぎ
、
見
て
、
触
れ
て
、

感
じ
て
、
味
わ
っ
て
、
憩
う

と
い
う
五
感
で
の
体
験
に
沿

っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
、
学
術
的
な
研
究
と
研
鑽
、

道
内
の
博
物
館
と
の
交
流
等
、

博
物
館
を
土
台
と
し
て
ア
イ

ヌ
民
族
の
文
化
や
歴
史
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
い

う
も
の
だ
。

　

施
設
概
要
に
触
れ
て
み
る
。

＊
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

　

北
海
道
に
初
め
て
設
立
さ

れ
る
国
立
博
物
館
は
、
高
さ

20
㍍
３
階
建
て
、
延
床
面
積

８
６
０
０
平
方
㍍
。
１
階
に

は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

を
並
べ
る
基
本
展
示
室
が
あ

る
。
ア
イ
ヌ
語
の
音
声
ガ
イ

ド
付
き
。
特
別
展
示
室
は
海

外
に
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
資
料

な
ど
を
展
示
、
２
ヵ
月
ご
と

に
入
れ
替
え
る
と
い
う
も
の
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
窓
が
広
が
る

２
階
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
ポ
ロ

ト
湖
や
敷
地
内
を
一
望
で
き

る
景
観
鑑
賞
へ
の
配
慮
も
怠

ら
な
い
。

＊
国
立
民
族
共
生
公
園

　

正
面
入
り
口
に
は
半
円
形

の
建
物
が
向
か
い
合
っ
た
飲

食
物
館
や
歓
迎
広
場
を
設
け

た
エ
ト
ラ
ン
ス
棟
を
配
置
し
、

売
店
や
カ
フ
ェ
「
ホ
ー
プ
」

を
運
営
す
る
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な

古
式
舞
踊
や
ム
ッ
ク
リ
（
口

琴
）
演
奏
を
披
露
す
る
最
大

５
３
６
人
収
容
の
「
体
験
交

流
ホ
ー
ル
」
は
、
半
円
形
の

ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が
一
体
と

な
っ
て
楽
し
め
る
構
成
が
施

さ
れ
て
い
る
。

　

最
大
で
４
０
０
人
収
容
で

体
化
を
図
る
。

　

中
核
と
な
る
施
設
が
町
営

の
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
だ
。
観
光
協
会

が
入
所
し
て
対
応
す
る
の
だ

が
、
特
産
品
の
展
示
販
売
や

飲
食
等
の
提
供
か
ら
、
多
目

的
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
ル
ー
ム

も
用
意
し
て
交
流
の
場
と
し

た
。
町
内
観
光
の
た
め
の
周

遊
バ
ス
も
運
行
さ
れ
、
大
人

１
０
０
円
（
子
供
50
円
）
で

駅
か
ら
ウ
ポ
ポ
イ
─
慰
霊
施

設
─
白
老
町
仙
台
藩
白
老
元

陣
屋
資
料
館
を
１
時
間
ほ
ど

で
巡
る
。

　

マ
イ
カ
ー
で
訪
れ
る
人
向

け
に
83
台
分
の
一
般
駐
車
場

　
本
誌
19
年
９
月
号
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て

連
載
さ
れ
た
川
嶋
康
男
著
「
ア
イ
ヌ
て
ふ
名

を
ば
誇
り
に
」
が
、
新
た
に
『
ラ
ス
ト
ア
イ

ヌ
─
反
骨
の
ア
イ
ヌ
歌
人
森
竹
竹
市
の
肖

像
』
の
タ
イ
ト
ル
で
、
札
幌
の
柏
艪
舎
か
ら

ア
イ
ヌ
民
族
の
復
興
を
目
指
し

そ
の
怒
り
を
文
学
に
込
め
て
闘

い
続
け
た
歌
人
の
叫
び

出
版
さ
れ
た
。

　
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
民
族
差
別
の
厳
し

い
時
代
に
、
白
老
で
全
盲
の
母
か
ら
生
ま
れ
、

鉄
道
員
の
傍
ら
ア
イ
ヌ
民
族
の
復
権
に
短
詩

型
文
学
で
訴
え
、
戦
後
は
ア
イ
ヌ
協
会
の
前

身
の
組
織
化
に
尽
力
す
る
な
ど
、
民
族
の
ア

イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
取
り
戻
す
べ
く
訴

え
続
け
た
生
涯
を
活
写
し
て
い
る
。

●
１
５
０
０
円
＋
税

　
四
六
判
、
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
　
２
５
６
頁

　
全
国
の
書
店
で
販
売
中 ▲今年のさっぽろ雪まつりには「ウポポイ」の雪像が…（雪のＨＴＢ広場）

▲エスカレーター付きの高架橋を新設したＪＲ白老駅

五
感
で
味
わ
う
施
設

ウ
ポ
ポ
イ

城
下
町

白
老
町
の
取
り
組
み
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を
確
保
。
さ
ら
に
公
共
施
設

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
臨
時
駐

車
場
化
も
検
討
す
る
と
い
う
。

滞
在
型
を
目
指
す
た
め
に
、

２
ヵ
所
の
ホ
テ
ル
建
設
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
は
ウ

ポ
ポ
イ
に
隣
接
す
る
星
野
リ

ゾ
ー
ト
の
温
泉
ホ
テ
ル
の
建

設
で
あ
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
写
真
か
ら
見
る

印
象
で
も
、
ポ
ロ
ト
湖
と
湖

畔
を
中
心
と
し
た
体
験
型
一

大
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
様
相
が

窺
え
る
「
ウ
ポ
ポ
イ
」。
例

え
ば
目
標
と
し
て
数
字
を
挙

げ
る
の
は
博
物
館
で
は
年
間

１
０
０
万
人
、
白
老
町
と
し

て
も
３
０
０
万
人
の
観
光
客

数
を
想
定
し
て
い
る
。

  

隣
接
す
る
虎
杖
浜
や
登
別

温
泉
街
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
た
夜
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
営
業
時
間
＝
20
年
９
月
１

日
〜
10
月
30
日
ま
で
の
土
・

日
・
祝
日
、
夏
期
７
月
20
日

〜
８
月
31
日
、９
時
〜
20
時
）

も
組
ま
れ
専
用
の
連
絡
バ
ス

の
運
行
も
予
定
さ
れ
る
。

て
は
と
い
う
意
見
な

の
は
、
作
家
の
池
澤

夏
樹
氏
だ
（
19
年
７

月
８
日
付
北
海
道
新

聞
）。

　

一
方
で
、
ウ
ポ
ポ

イ
（
民
族
共
生
象
徴

空
間
）
と
し
た
「
共

生
」
の
言
葉
を
受
け

上
、
多
様
な
意
見
も
出
て
し

か
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
経

済
的
支
援
の
一
策
と
し
て
の

こ
ん
な
提
言
も
あ
る
。

 

「
手
始
め
に
、
ウ
ポ
ポ
イ
の

敷
地
を
ア
イ
ヌ
協
会
の
も
の

に
し
て
、
国
が
借
地
料
を
払

う
と
い
う
の
は
い
か
が
か
」

　

と
い
う
も
の
だ
。
若
い
ア

イ
ヌ
の
奨
学
金
の
原
資
に
し

　

民
族
共
生
の
た
め
の
象
徴

足
り
え
る
空
間
に
つ
い
て
は
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
ア
イ
デ
ィ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
に
根
差
し
た
伝

統
文
化
の
振
興
と
し
て
、「
見

せ
る
」「
触
れ
る
」「
味
わ
う
」

等
体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

浸
透
を
図
る
と
い
う
。

　

ど
う
展
開
す
る
に
せ
よ
観

光
振
興
の
拠
点
を
目
論
む
以

入
れ
る
前
に
、
こ
ん
な
諫
言

に
も
耳
を
傾
け
て
は
い
か
が

か
。
北
海
道
新
聞
の
ア
イ
ヌ

問
題
の
連
載
企
画
『
こ
こ
ろ

揺
ら
す
』（
18
年
８
月
２
日

付
）
で
紹
介
さ
れ
た
、
世
界

の
先
住
民
族
政
策
に
精
通
す

る
元
東
京
大
学
専
任
講
師
の

寺
地
五
一
氏
の
談
話
で
あ
る
。

 

「
民
族
共
生
象
徴
空
間
」
に

「
共
生
」
と
い
う
言
葉
を
使

う
こ
と
に
対
し
て
、

 

「
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
奪
っ
て

お
き
な
が
ら
、い
き
な
り『
共

生
』
と
い
う
の
は
都
合
が
良

す
ぎ
る
。『
共
生
』
の
前
に
、

当
事
者
が
納
得
す
る
よ
う
な

謝
罪
と
補
償
が
必
要
だ
」

　

と
い
う
も
の
だ
。

　

膨
大
な
国
費
を
投
じ
て
の

ウ
ポ
ポ
イ
新
設
で
、「
謝
罪

と
補
償
」
の
免
罪
符
と
す
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
文
化
の

尊
重
と
い
う
“
大
風
呂
敷
”

を
掲
げ
る
こ
と
で
、
本
質
を

覆
う
隠
れ
蓑
で
は
な
い
の
か

─
─
と
勘
繰
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
心
す
べ
き
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
も
“
試
さ
れ
て
い

る
”
の
だ
。

　

森
竹
竹
市
の
こ
ん
な
短
歌

が
心
に
響
く
。

 

〈
誇
高
く
ア
イ
ヌ
文
化
を
守

れ
か
し　

酒
の
肴
に
さ
れ
る

こ
と
な
く
〉

▲慰霊施設とモニュメント▲結氷したポロト湖から復元アイヌチセを望む

▲白老民俗資料館前の森竹竹市氏
（掛川源一郎氏撮影）

心
に
響　
　

く

森
竹
竹
市
の
短
歌


